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問題の化合物は PFOS、PFOA (難分解性有機フッ素化合物界⾯活性剤) 
 
主⾻格に⽔素原⼦を⼀つも持たない化合物です。⾒るからに「撥⽔性あり」といった構造で
す。この⽔と相性の悪そうな化合物が河川中に確認されたというのは漫画みたいな話では
あるのですが、⽔に不溶という表
現⾃体があいまいということで
しょう。不溶といってもごく微量
は⽔に溶けるものです。 
 
環境省の令和２年６⽉１１の記事です。 
 
調査結果の概要 
 
調査を実施した 171 地点のうち、13 都府県の 37 地点において、⽔環境の暫定的な⽬標値
（PFOS 及び PFOA の合算値で 50ng/L）の超過が確認されました。 
 
なお、暫定的な⽬標値を超過した地
下⽔・湧⽔は、いずれも飲⽤⽤途の
⽔ではありませんでしたが、関係地
⽅公共団体に対し、井⼾の所有者等
への飲⽤に関する注意喚起を依頼
しました。 
 
４．今後の対応について 
環境省は、引き続き、関係省庁及び
関係地⽅公共団体と連携し、⼈への
ばく露防⽌のため、⽬標値超過時の
飲⽤に関する注意喚起や汚染状況
の把握、PFOS 等を含有する泡消⽕
薬剤の在庫量調査及び代替促進等
の取組を進めていくこととしてい
ます。 


